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名張警察署協議会議事録

令和７年度第２回名張警察署協議会

令和７年10月９日（木）午後１時30分～午後３時日 時
名張警察署３階会議室及び３階小会議室場 所

１ 三重県公安委員会委員 １名
村田典子委員

２ 警察署協議会委員 ７名
上田真希委員、グェン ティ バン トゥオン委員、
玉田英樹委員、冨山玲子委員、布村進委員、出 席 者
松崎瑠美委員、山口伴尚委員

３ 警察署 ９名
署長、副署長、会計課長、警務官、生活安全課長、
地域課長、刑事課長、交通課長、警備課長

なし傍聴者数

公開公開・非公開の別

議 事 概 要

１ 公安委員会委員挨拶
２ 警察署協議会会長挨拶
３ 警察署長挨拶
４ テロの未然防止対策（警備課長）
５ 交通安全シュミレーター体験（交通課長）

協議内容６
⑴ 交通安全意識の向上等について

＜委員＞ 小学生の頃、交通安全教育があったが、その後、受ける機
。 、会がないように感じる 交通安全シュミレーターを体験して

、 、 、学校 老人会 企業等それぞれの機関に体験してもらうなど
交通安全教育が大切だと感じた。

【交通課長】 署としても積極的に広報啓発活動を実施していく。
⑵ シニアカー利用の啓発について

、＜委員＞ シニアカーの利用方法を理解していない高齢者がいるため
啓発していただきたい。

【署長】 広報啓発活動を実施していく。
⑶ 道路交通法の一部改正に伴う周知について

＜委員＞ 令和８年４月１日から道路交通法の一部が改正されること
に伴い、自転車の運転者も青切符の対象となるが、通学で自
転車を使用する学生に対し、周知ができていないように感じ
る。警察で周知する方策はあるのか伺いたい。

【署長】 今後、学生が理解できる方法や手段を検討の上、周知を実
施していく。

７ 警察署長謝辞
８ 公安委員会委員講評
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